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評価項目（中項目） 評価結果 

Ⅰ-１  理念・基本方針 評価：Ｂ 

法人の理念・基本方針は年度当初の全体職員会議

での確認と、ホームページ・パンフレット等によ

る周知を図っている。また、定期的に倫理綱領を

読み上げ、支援の基本を再確認した。 

Ⅰ-２  計画策定 評価：Ｂ 

法人の理念・基本方針に基づいて事業所に必要な

課題や機能を考察し、職員の支援への思いも取り

入れながら計画を策定した。 

Ⅰ-３ 管理者の責任とリーダーシップ 評価：Ｂ 

支援現場の責任者と管理者が集まる会議を開催

し、現場の課題と職員の状況を把握し、リスクマ

ネジメントの共有や改善策徹底の確認を行い、作

業に対する意識の向上や事故防止に取り組む環境

作りに努めた。 

Ⅱ-１  経営状況の把握 評価：Ｂ 

法人の経営状況については法人本部からの情報収

集や確認を行った。また、毎月開催している管理

職会議でも本部からの経営状況の報告を受け、法

人全体と事業所の状況把握に努めた。 

Ⅱ-２ 人材の確保・養成 評価：Ｂ 

専門性の向上のため、法人全体で各キャリアに合

わせた職員研修が開催され、対象職員が参加し

た。各自が自己のキャリアアップのために、自ら

外部研修に参加することは少なかった。 

Ⅱ-３ 地域との交流と連携 評価：Ｂ 

地域ふれあい祭りには参加したが、感染防止の観

点から、福祉運動会への参加はできなかった。ケ

ア会議等を通して地域との連携を行った。 



Ⅲ-１ 利用者本位の福祉サービス 評価：Ｂ 

全職員が人権擁護、虐待防止に関するセルフチェ

ックを行い、その結果を基に日々の実践の振り返

りを行った。法人全体で人権擁護、虐待防止、プ

ライバシー保護についての周知を図るとともに、

法人内外の研修に参加し、重要性の再確認と日々

の実践の振り返りを行った。 

人権侵害や虐待については常に情報収集を行い、

問題に至る前に対応できるよう努めている。 

Ⅲ-２ サービスの質の確保 評価：Ｂ 

支援記録システムを活用し、利用者の日々の状況

の共有を行った。日々の実践で課題の多い利用者

についてはケースカンファレンスを実施している

が、逆に落ち着いて過ごされている利用者につい

ては実施できていない現状がある。 

Ⅲ-３ サービスの開始・継続 評価：Ｂ 

サービス開始時には契約書、重要事項説明書等の

資料を提示し、分かりやすく丁寧な説明を行っ

た。利用前の見学では、見学だけでなく希望があ

れば実際に体験をしてもらうなど、希望に合わせ

た対応を行った。納得された上で契約してもらえ

るよう、疑問や質問があればその場で説明を行っ

た。 

Ⅳ-１ 利用者に応じた個別支援 

プログラム 

評価：Ｂ 

本人、保護者との面談や定期のモニタリングを通

じて利用者のニーズを把握し、個別支援計画を策

定した。また、連絡帳を活用し、保護者と日々の

情報共有を行い、変化する状況にも対応した。 

Ⅳ-２ 日常生活支援サービス 評価：Ｂ 

施設外に出てしまう方への見守り体制の整備や確

認のタイミングについて検討を行い実践した。

日々の活動に小グループでの日帰り外出や外食な

どを取り入れ、いくつかコースを提示し、利用者

自身が選択することで希望に沿った活動を提供す

ることができた。 

Ⅴ-１ 生活環境の整備 日中活動事業のため、非該当。 

Ⅵ-１ 緊急時の対応 評価：Ｂ 

法人で災害時ＢＣＰ、感染症対応ＢＣＰが策定さ

れ、有事の際は各ＢＣＰに沿って行動できるよう

整備された。緊急時対応マニュアルは、全職員に

配布し周知を図った。 

Ⅶ-１ 就労意欲の醸成 評価：Ｂ 

モチベーション維持のための日々の声掛けはもち

ろん、安定して通所できない方へは支援センター

と連携しながら継続的なアプローチを行った。 

＊着眼点の項目等を参考に、具体的な実施（達成）の状況や、未実施の場合はその理由など 

評価における根拠とともに、今後の改善計画（方針）なども記載してください。 

＊Ⅶ-１ 就労意欲の醸成」欄は、授産施設のみが該当します。 


